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市
も
、共
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　市
で
はM

ま

る

ま

る

allm
all

を
整
備
し
、
よ
り

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
。
包
括
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
消
防
局

で
は
、
安
全
な
搬
送
・
処
置
の
た
め
の
研

修
を
実
施
し
、
技
術
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
各
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
安
心
し

て
出
産
で
き
る
ま
ち
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
共
有

　こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
医
師
や
助

産
師
が
24
時
間
、
病
院
内
で
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
確
認
で
き
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
こ
と
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
共

有
や
相
談
が
可
能
と
な
り
、
対
応
を
早
期

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
二
次
医
療
施
設
で
早
い
段
階
か
ら
診

る
こ
と
で
、
危
険
な
状
態
の
母
子
を
よ
り

多
く
救
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

安
心
し
て
出
産
で
き
る
都
城

　安
心
し
て
出
産
で
き
る
医
療
体
制
が

整
っ
て
い
る
都
城
市
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
番
組
を
制
作
。
取
材
を
通
し
て
県
内
の

医
療
施
設
な
ど
の
連
携
や
シ
ス
テ
ム
を
知

り
、
そ
の
す
ご
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今

後
、
若
い
医
師
に
意
志
を
つ
な
い
で
ほ
し

い
し
、
こ
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
皆
さ
ん

に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

周
産
期
医
療
を
け
ん
引
す
る

　都
城
で
始
ま
っ
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
、

全
国
的
に
着
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、
医
師
同
士
や
病

院
と
行
政
の
連
携
が
不
可
欠
な
体
制
。
周

産
期
死
亡
を
無
く
し
た
い
と
い
う
熱
い
思

い
で
、
宮
崎
大
学
を
核
に
県
全
体
の
医
療

施
設
な
ど
が
連
携
し
て
い
る
こ
と
を
、
多

く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

開
業
医
同
士
も
支
え
る
連
携

　母
子
の
命
を
守
る
た
め
、一
次
、二
次
、

三
次
医
療
施
設
の
連
携
を
常
に
意
識
し
て

医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
二
次

医
療
の
先
生
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
共
有
で

き
、
よ
り
連
携
が
密
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
都
城
市
で
は
、
開
業
医
同
士
で
も
帝
王

切
開
の
手
伝
い
や
勉
強
会
な
ど
で
連
携
を

取
っ
て
い
ま
す
。

　コーディネーターに池ノ上学長を迎え、システム内で、一次・二次・三次医療施設の役割を果たすそれぞれの代表と、
池田市長、市民代表の5人のパネリストによる公開討論を行いました。

講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳

し
い
内
容
と
動
画
を
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

周産期医療シンポジウム

野田医院
野田 俊一院長

宮崎大学医学部
附属病院
鮫島 浩病院長

池田 宜永
都城市長

都城医療センター
徳永 修一
産婦人科医長

BTV株式会社
宮原 玲

れい

奈
な

さん

海野 碧
み な み

波さん（日向学院高校3年）

将来の夢は産科医です
シンポジウムに参加して

　産科医を目指し、日々、勉強していま
す。現役医師の話を聞く貴重な機会と思
い参加。初めて、システムのことを知り、
また現場の声を聞くことができてとても
良かったです。登壇した先生のような医
師を目指す熱意が高まりました。

安
心
し
て
出
産
で
き
る
ま
ち
・
都
城

　
妊
娠
満
22
週
か
ら
生
後
１
週
未
満
ま
で
の
出
産
に
ま
つ
わ
る
時
期
「
周
産
期
」。
母
子
の
命
が
危
険
な
状
況
も
起
こ
り
得
る
周
産

期
の
母
子
の
命
を
守
る
本
市
の
医
療
体
制
は
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
今
回
は
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る
ま
ち
・
都
城
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
９
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

　周
産
期
に
亡
く
な
っ
た
胎
児
や
新
生
児

の
割
合
で
あ
る
周
産
期
死
亡
率
（
死
亡

率
）。
宮
崎
県
は
、
平
成
６
年
に
死
亡
率

が
全
国
で
最
下
位
と
な
る
な
ど
、
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
改
善

す
る
た
め
、
宮
崎
大
学
が
中
心
と
な
り
、

県
内
各
地
域
の
中
核
病
院
に
地
域
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
な
ど
、

地
域
の
産
科
医
療
施
設
の
支
援
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、

平
成
16
年
に
は
県
の
死
亡
率
は
全
国
で
最

も
低
く
な
り
、
今
年
も
最
も
低
く
な
る
な

ど
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
周
産
期
医
療

体
制
が
確
立
し
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
と

し
て
は
、
地
元
の
産
科
医
療
施
設
（
一
次

医
療
施
設
）
と
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
（
二
次
医
療
施
設
）
が
連
携
体
制

を
整
え
た
こ
と
で
、
万
一
の
際
に
も
迅
速

な
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
搬
送
体
制
が
整
っ
た
こ
と
で
、

通
常
分
娩
は
一
次
医
療
施
設
で
80
㌫
、
危

険
性
の
高
い
分
娩
は
二
次
・
三
次
医
療
施

設
で
20
㌫
と
、
搬
送
先
が
す
み
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　加
え
て
、
県
西
地
区
に
お
い
て
は
、
地

域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
都

城
医
療
セ
ン
タ
ー（
祝
吉
町
）を
中
心
に
、

市
内
の
産
科
医
療
施
設
が
、全
国
初
の「
分

娩
時
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

（
シ
ス
テ
ム
）」
を
構
築
。
危
険
な
状
態
の

妊
婦
と
胎
児
の
状
況
を
常
に
確
認
で
き
る

催
し
て
い
ま
す
。

　今
後
安
全
な
出
産
に
は
、
母
子
に
一
番

近
い
助
産
師
の
力
が
さ
ら
に
重
要
に
な
り

ま
す
。
歴
史
あ
る
日
本
の
助
産
師
制
度
を

機
能
強
化
す
る
こ
と
で
、
周
産
期
医
療
の

質
が
向
上
す
る
で
し
ょ
う
。

　こ
れ
か
ら
は
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
周
産
期
医
療
の
質
を
保
つ
こ
と
や
、

妊
娠
と
出
産
に
関
す
る
学
校
な
ど
で
の
教

育
の
充
実
、そ
し
て
、地
域
が
一
体
と
な
っ

て
母
子
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。

県
の
周
産
期
医
療
を
け
ん
引
す
る

国
立
大
学
法
人
宮
崎
大
学
池
ノ
上

克つ
よ
む

学
長

講
演

12広報 都城 平成30年11月号

胎
児
心
拍
数
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
）
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
す
る
こ

と
で
、
迅
速
に
緊
急
時
の
連
絡
や
搬
送
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
医
療
体
制
を
維

持
す
る
た
め
、
医
師
や
助
産
師
、
看
護
師

な
ど
が
一
緒
に
事
例
を
学
び
、
治
療
の
質

を
上
げ
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
定
期
的
に
開

○○医院

総合周産期母子医療センター
（宮崎大学医学部）

より高度な医療技術で二次でも
対応できない妊産婦に対応
より高度な医療技術で二次でも
対応できない妊産婦に対応

地域周産期母子医療センター
（都城医療センター）

ハイリスクな妊産婦に対応

身近な「かかりつけ」

地域の産科医療施設

都城市における周産期医療の連携の仕組み
三
次
医
療
施
設

二
次
医
療
施
設

一
次
医
療
施
設
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◉
会
期
　
11
月
２
日
㈮
～
平
成
31
年

１
月
20
日
㈰

※�

月
曜
日
と
12
月
29
日
㈯
～
平
成
31

年
１
月
３
日
㈭
は
休
館
。
月
曜
日

が
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日

◉
入
館
料

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
以
上
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
50
円
）

※�（
　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

11
月
３
日
㈯
の
文
化
の
日
は
、
入

館
料
無
料

が
、
都
城
も
激
戦
地
の
一
つ
で
し
た
。

　
高
原
（
現
：
高
原
町
）
を
占
拠
し
た
政

府
軍
。
こ
れ
を
奪
還
し
よ
う
と
し
た
西
郷

軍
は
７
月
14
日
、政
府
軍
と
激
突
し
ま
す
。

し
か
し
、
高
崎
（
現
：
高
崎
町
谷
川
）
で

西
郷
軍
は
敗
北
。
西
郷
軍
は
、
都
城
で
政

府
軍
の
総
攻
撃
を
受
け
、
山
之
口
（
現
：

山
之
口
町
）
や
飫
肥
（
現
：
日
南
市
）
方

面
に
敗
走
し
ま
し
た
。

　
こ
の
戦
い
で
、
多
く
の
人
が
命
を
落
と

し
た
だ
け
で
な
く
、
家
屋
が
消
失
し
田
畑

も
荒
ら
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
後
の
人
々
の

生
活
の
困
窮
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
西
南
戦
争
で

は
「
田
原
坂
の

戦
い
（
現
：
熊

本
市
）」
が
最

も
激
戦
の
地
と

し
て
有
名
で
す

　
西
南
戦
争
に
は
、
都
城
の
多
く
の
人
々

が
政
府
軍
と
西
郷
軍
に
出
兵
し
て
い
ま

す
。

　
徴
兵
制
に
よ
り
政
府
軍
と
し
て
戦
っ
た

人
の
中
に
は
、
顕
彰
さ
れ
、
掛
け
軸
に
名

前
な
ど
が
残
さ
れ
た
り
、
戦
後
に
政
府
か

ら
褒
賞
を
受
け
た
り
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
、
西
郷
軍
と
し
て
戦
っ
た
人

の
中
に
は
、
戦
後
、
西
郷
軍
に
協
力
し
た

罪
を
問
わ
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
西
南
戦
争
の
終
結
後
、
戦
没
者
の
慰
霊

の
た
め
、
各
地
で
招
魂
塚
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
前
田
町
に
は
、
勝
海
舟
の
詩
が
刻

ま
れ
た
詩
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

Ｐ
31
「
ぼ
ん
ち
く
ん
と
歴
史
探
訪
」
に

も
掲
載

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

　
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」
の
放
送
に
よ
り
注
目
が
集
ま
る
西
郷
隆
盛
。
西
郷
が
明
治
10

年
（
１
８
７
７
）
に
起
こ
し
た
西
南
戦
争
で
は
、
都
城
も
戦
場
と
な
り
、
都
城
の
人
々
も
多

く
出
兵
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、展
示
資
料
を
元
に
、西
南
戦
争
と
都
城
の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

�

◎
問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
　
☎
23-

９
５
４
７

西
南
戦
争

国
内
最
後
の
内
戦「
西
南
戦
争
」

都
城
で
の
戦
況

各
地
に
残
る
招し

ょ
う

魂こ
ん

塚づ
か

③山形の施設に収監された
　人の日記「山形流

る

謫
たく

日誌」

銃弾痕が残る墓石（高崎町谷川）

①西南戦争錦絵「都城軍議之図」 ※①〜③は、都城歴史資料館所蔵

政
府
軍
と
西
郷
軍
で
相
対
し
た

都
城
の
人
々

　
官
職
を
辞
し
て
鹿
児
島
へ
戻
っ
た
西
郷

は
、
明
治
７
年
に
私
学
校
を
創
設
。
政
府

に
対
す
る
士
族
ら
の
不
平
不
満
が
募
る

中
、
鹿
児
島
で
も
私
学
校
の
生
徒
ら
と
政

府
の
対
立
が
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

明
治
10
年
２
月
15
日
に
西
郷
が
挙
兵
し
、

国
内
最
後
の
内
乱
と
い
わ
れ
る
西
南
戦
争

が
起
こ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
西
郷
軍
は

政
府
軍
の
反
撃
を
受
け
敗
退
。９
月
24
日
、

西
郷
は
自
害

し
、
西
南
戦

争
が
終
わ
り

ま
し
た
。

②西南戦争を
　描いた絵草子
　「鹿児島戦記」

14広報 都城 平成30年11月号

　
11
月
10
日
㈯
か
ら
23
日
㈮
に
わ
た
っ
て
、
島
津
発
祥
の
地
「
都
城
」
の
神
柱
公
園
を
中
心
に
「
島
津
発
祥
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
明
道
館
パ
レ
ー
ド
」
で
は
、
都
城
島
津
家
歴
代
当
主
や
私
領
一
番
隊
の
武
士
、
な
ぎ
な
た
隊
な
ど
に
扮ふ

ん

し
た
市
民
ら

が
、
豪
華
絢け

ん

爛ら
ん

に
練
り
歩
き
ま
す
。
こ
の
他
、
島
津
の
歴
史
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
島
津
発
祥
ま

つ
り
へ
来
場
く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
島
津
発
祥
ま
つ
り
実
行
委
員
会
　
☎
51-

５
５
０
１

2018

現
代
に
よ
み
が
え
る
歴
史
絵
巻

明
道
館
パ
レ
ー
ド

　
都
城
島
津
家
歴
代
当
主
な
ど
が
練
り
歩

き
ま
す
。
今
回
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」
で
桂
久
武
を
演
じ
て
い
る
井
戸
田

潤
さ
ん
が
登
場
！

●
日
時
　
11
月
23
日
㈮
　
11
時
30
分
～

●
コ
ー
ス
　
都
城
島
津
邸
～
神
柱
宮

　
さ
ま
ざ
ま
な
出
店
が
立
ち
並
ぶ
島
津
荘

園
。
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

着
用
や
乗
馬
な
ど
、
歴
史
に
ち

な
ん
だ
体
験
を
楽
し
め
る
ブ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
民
俗
芸
能
の
披

露
や
抽
選
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
23
日
㈮
　
11
時
～
17
時

●
場
所
　
神
柱
公
園
多
目
的
広
場

●
内
容

◎
甲
冑
体
験
処ど

こ
ろ

記
念
撮
影
も
で
き
ま
す
。
カ
メ
ラ
な
ど
を

持
参
く
だ
さ
い
（
小
学
生
以
下
対
象
。
１

人
３
０
０
円
）

◎
乗
馬
体
験
処

か
わ
い
い
ポ
ニ
ー
に
乗
れ
ま
す
（
11
時
～

15
時
。
小
学
生
以
下
対
象
。
１
回
３
０
０

円
）

◎
人
力
車
体
験
処

人
力
車
に
乗
り
、
公
園
内
を
散
策
。
ゆ
っ

く
り
見
物
を
楽
し
め
ま
す
（
13
時
～
。
大

人
５
０
０
円
、
子
ど
も
３
０
０
円
）

◎
自じ

げ
ん
り
ゅ
う

顕
流
体
験
処

鹿
児
島
藩
の
武
士
が
鍛
錬
に
励
ん
だ
、
古

流
剣
術
を
体
験
で
き
ま
す
（
13
時
～
）

◎
島
津
荘
園
の
お
宝
探
し

素
敵
な
宝
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！（
15
時
～
。

幼
児
・
小
学
生
対
象
）

※�

こ
の
他
、
熊
本
城
お
も
て
な
し
武
将
隊

に
よ
る
演
武
や
「
お
雪
さ
ん
杯

さ
か
ず
き流
し
」

体
験
な
ど
も
予
定

都
城
島
津
の
歴
史
を
体
感
！

島
津
荘
園

甲冑体験の様子
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◉
会
期
　
11
月
２
日
㈮
～
平
成
31
年

１
月
20
日
㈰

※�

月
曜
日
と
12
月
29
日
㈯
～
平
成
31

年
１
月
３
日
㈭
は
休
館
。
月
曜
日

が
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日

◉
入
館
料

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
以
上
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
50
円
）

※�（
　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

11
月
３
日
㈯
の
文
化
の
日
は
、
入

館
料
無
料

が
、
都
城
も
激
戦
地
の
一
つ
で
し
た
。

　
高
原
（
現
：
高
原
町
）
を
占
拠
し
た
政

府
軍
。
こ
れ
を
奪
還
し
よ
う
と
し
た
西
郷

軍
は
７
月
14
日
、政
府
軍
と
激
突
し
ま
す
。

し
か
し
、
高
崎
（
現
：
高
崎
町
谷
川
）
で

西
郷
軍
は
敗
北
。
西
郷
軍
は
、
都
城
で
政

府
軍
の
総
攻
撃
を
受
け
、
山
之
口
（
現
：

山
之
口
町
）
や
飫
肥
（
現
：
日
南
市
）
方

面
に
敗
走
し
ま
し
た
。

　
こ
の
戦
い
で
、
多
く
の
人
が
命
を
落
と

し
た
だ
け
で
な
く
、
家
屋
が
消
失
し
田
畑

も
荒
ら
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
後
の
人
々
の

生
活
の
困
窮
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
西
南
戦
争
で

は
「
田
原
坂
の

戦
い
（
現
：
熊

本
市
）」
が
最

も
激
戦
の
地
と

し
て
有
名
で
す

　
西
南
戦
争
に
は
、
都
城
の
多
く
の
人
々

が
政
府
軍
と
西
郷
軍
に
出
兵
し
て
い
ま

す
。

　
徴
兵
制
に
よ
り
政
府
軍
と
し
て
戦
っ
た

人
の
中
に
は
、
顕
彰
さ
れ
、
掛
け
軸
に
名

前
な
ど
が
残
さ
れ
た
り
、
戦
後
に
政
府
か

ら
褒
賞
を
受
け
た
り
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
、
西
郷
軍
と
し
て
戦
っ
た
人

の
中
に
は
、
戦
後
、
西
郷
軍
に
協
力
し
た

罪
を
問
わ
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
西
南
戦
争
の
終
結
後
、
戦
没
者
の
慰
霊

の
た
め
、
各
地
で
招
魂
塚
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
前
田
町
に
は
、
勝
海
舟
の
詩
が
刻

ま
れ
た
詩
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

Ｐ
31
「
ぼ
ん
ち
く
ん
と
歴
史
探
訪
」
に

も
掲
載

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

　
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」
の
放
送
に
よ
り
注
目
が
集
ま
る
西
郷
隆
盛
。
西
郷
が
明
治
10

年
（
１
８
７
７
）
に
起
こ
し
た
西
南
戦
争
で
は
、
都
城
も
戦
場
と
な
り
、
都
城
の
人
々
も
多

く
出
兵
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、展
示
資
料
を
元
に
、西
南
戦
争
と
都
城
の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

�
◎
問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
　
☎
23-

９
５
４
７

西
南
戦
争

国
内
最
後
の
内
戦「
西
南
戦
争
」

都
城
で
の
戦
況

各
地
に
残
る
招し

ょ
う

魂こ
ん

塚づ
か

③山形の施設に収監された
　人の日記「山形流

る

謫
たく

日誌」

銃弾痕が残る墓石（高崎町谷川）

①西南戦争錦絵「都城軍議之図」 ※①〜③は、都城歴史資料館所蔵

政
府
軍
と
西
郷
軍
で
相
対
し
た

都
城
の
人
々

　
官
職
を
辞
し
て
鹿
児
島
へ
戻
っ
た
西
郷

は
、
明
治
７
年
に
私
学
校
を
創
設
。
政
府

に
対
す
る
士
族
ら
の
不
平
不
満
が
募
る

中
、
鹿
児
島
で
も
私
学
校
の
生
徒
ら
と
政

府
の
対
立
が
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

明
治
10
年
２
月
15
日
に
西
郷
が
挙
兵
し
、

国
内
最
後
の
内
乱
と
い
わ
れ
る
西
南
戦
争

が
起
こ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
西
郷
軍
は

政
府
軍
の
反
撃
を
受
け
敗
退
。９
月
24
日
、

西
郷
は
自
害

し
、
西
南
戦

争
が
終
わ
り

ま
し
た
。

②西南戦争を
　描いた絵草子
　「鹿児島戦記」
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11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

虐
待
の
サ
イ
ン

子
ど
も
の
様
子

不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る
、
い
つ
も
不

潔
に
し
て
い
る
、
周
り
と
の
人
間
関
係
を

築
け
ず
孤
立
し
て
い
る
、
お
び
え
て
家
に

帰
り
た
が
ら
な
い

保
護
者
の
様
子

子
ど
も
を
置
い
て
外
出
す
る
、
衣
食
住
の

世
話
を
し
な
い
、
親
族
や
地
域
社
会
と
の

交
流
が
な
い

悩
ま
な
い
で
、ま
ず
は
相
談

　
自
分
の
子
育
て
が
「
虐
待
か
も
」
と
不

安
を
感
じ
る
こ
と
や
悩
み
が
あ
る
場
合

は
、
専
門
機
関
に
相
談
く
だ
さ
い
。
話
を

す
る
こ
と
で
、
心
が
軽
く
な
っ
た
り
解
決

の
糸
口
を
見
つ
け
た
り
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
身
近
に
い
る
子
ど
も
が
「
虐
待

を
受
け
て
い
る
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
通

報
く
だ
さ
い
。
匿
名
の
通
報
も
受
け
付

け
、
通
報
に
責
任
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
相
談
窓
口
は
Ｐ
28
に
掲
載

児
童
虐
待
と
は

　
子
ど
も
に
、
意
図

的
に
身
体
的
・
精

神
的
苦
痛
を

与
え
る
行
為

は
も
ち
ろ
ん
、

「
し
つ
け
」と
称

し
て
体
や
心
を
傷

つ
け
る
行
為
も
児
童
虐
待
で
す
。

◉
虐
待
の
分
類

身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
戸
外
に
閉
め
出
す

心
理
的
虐
待

言
葉
で
脅
す
、
兄
弟
・
姉
妹
間
で
差
別
す

る
、
無
視
す
る
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家

族
に
対
し
て
暴
力
を
振
る
う

ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）

食
事
を
与
え
な
い
、
家
に
閉
じ
込
め
る
、

病
院
で
受
診
さ
せ
な
い

性
的
虐
待

性
的
関
係
を
強
要
す
る

11
月
12
日
㈪
～
25
日
㈰
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
12
日
㈪
　
10
時
～

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
怒
り
の
感
情
を
制
御
す
る

「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ

い
て
、
精
神
科
認
定
看
護
師
で
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
元

英
之
さ
ん
が
講
演
し
ま
す

◉
定
員
　
１
０
０
人
　
※
要
申
し
込
み

◉
申
し
込
み
期
限
　
11
月
８
日
㈭

悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
相
談

　
市
で
は
、
Ｄ
Ｖ
や
人
間
関
係
な
ど
の
悩

み
・
苦
し
み
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
窓
口
は
Ｐ
28
に
掲
載

本
市
の
現
状

　
平
成
29
年
度
の
女
性
総
合
相
談
件
数
は

９
６
１
件
。
夫
婦
や
恋
人
な
ど
「
パ
ー
ト

ナ
ー
間
の
問
題
」
の
相
談
が
３
８
９
件
と

最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
、
１
２
８
件
が
Ｄ

Ｖ
の
相
談
で
し
た
。

心
も
傷
つ
け
る
Ｄ
Ｖ

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密

な
関
係
に
あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
人
か
ら

振
る
わ
れ
る
暴
力
で
す
。
身
体
的
な
暴
力

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
・
経
済
的
暴
力
な

ど
も
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合

っ
て
被
害
者
の
心
と
体
を
傷
つ
け
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
被
害
者
は
「
逃
げ
た
ら
家
族

に
も
危
険
が
及
ぶ
か
も
」「
自
分
さ
え
我

慢
す
れ
ば
」
と
い
う
恐
怖
感
や
思
い
込
み

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
暴
力
か
ら
逃

げ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
や
性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
女
性
に
限
ら
ず

全
て
の
暴
力
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
だ
け
で
な
く
犯
罪
で
す
。

�

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
　
☎
23-

７
１
５
７

　
平
成
29
年
度
、
本
市
の
児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報
や
相
談
件
数
は
26
件
で
し
た
。
ま
た
、

全
国
で
は
13
万
件
を
超
え
、
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
今
も
な
お
、
虐
待
に
よ
り
子
ど
も

の
命
が
奪
わ
れ
る
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

重
要
な
課
題
で
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
　
☎
23-

２
６
８
４

児
童・女
性
へ
の
虐
待・暴
力
を
な
く
そ
う
！

16広報 都城 平成30年11月号

主
な
設
備

◉
多
目
的
ホ
ー
ル
（
多
目
的
室
）

　
多
人
数
の
会
議
や
式
典
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
会
場
と
し
て
使
用
が
可
能
。
ま
た
、
間

仕
切
り
で
３
室
に
分
割
で
き
、
少
人
数
の

サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

◉
小
会
議
室
、
中
会
議
室

　
間
仕
切
り
を
格
納
す
る
こ
と
で
、
２
部

屋
を
合
わ
せ
た
大
会
議
室
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

◉
調
理
室

　
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
備
え
た
調
理
台
を
４
台

設
置
。調
理
教
室
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

◉
た
ま
り
場
エ
リ
ア

　
図
書
コ
ー
ナ
ー
や
授
乳
室
を
備
え
、
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
や
休
憩
の
場
と
し
て

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

◉
そ
の
他

　
和
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
相
談
室
な
ど
。

　
平
屋
造
り
で
全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
祝

吉
地
区
公
民
館
。
多
目
的
ホ
ー
ル
や
会
議

室
、
た
ま
り
場
エ
リ
ア
な
ど
を
備
え
て
い

て
、
今
後
、
同
地
区
の
社
会
教
育
、
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、調
理
室
や
シ
ャ
ワ
ー
室
も
あ
り
、

防
災
施
設
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。

施
設
概
要

◉
所
在
地
　
郡
元
一
丁
目
１
番
地
４

◉
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
て

◉
延
床
面
積
　
１
、０
５
３
平
方
㍍

◉
事
業
費
　
約
７
億
２
、５
７
０
万
円

◉
財
源

［
合
併
特
例
債
］
約
６
億
８
、３
２
０
万
円

［
一
般
財
源
］
約
４
、２
５
０
万
円

　10月８日、祝吉地区公民館の落成
式を開催しました。
　式では、いなり認定こども園の園児
らによるマーチング披露やテープカッ
トが行われ、会場に集まった地区住民
ら約200人が、同館の完成を祝いまし
た。
　池田市長は「地域の核となる施設が
完成し、うれしい。地域活動がさらに
活発になってほしい」と期待を込めて
いました。

祝吉地区公民館が完成！

　平成29年６月から建設工事を進めていた祝吉地区公民館
（建物と東側駐車場）が完成しました。今回は、施設の概要
や利用方法などを紹介します。

◎問い合わせ　生涯学習課　☎23-9545

トピックス

広々とした「たまり場
エリア」
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11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

虐
待
の
サ
イ
ン

子
ど
も
の
様
子

不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る
、
い
つ
も
不

潔
に
し
て
い
る
、
周
り
と
の
人
間
関
係
を

築
け
ず
孤
立
し
て
い
る
、
お
び
え
て
家
に

帰
り
た
が
ら
な
い

保
護
者
の
様
子

子
ど
も
を
置
い
て
外
出
す
る
、
衣
食
住
の

世
話
を
し
な
い
、
親
族
や
地
域
社
会
と
の

交
流
が
な
い

悩
ま
な
い
で
、ま
ず
は
相
談

　
自
分
の
子
育
て
が
「
虐
待
か
も
」
と
不

安
を
感
じ
る
こ
と
や
悩
み
が
あ
る
場
合

は
、
専
門
機
関
に
相
談
く
だ
さ
い
。
話
を

す
る
こ
と
で
、
心
が
軽
く
な
っ
た
り
解
決

の
糸
口
を
見
つ
け
た
り
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
身
近
に
い
る
子
ど
も
が
「
虐
待

を
受
け
て
い
る
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
通

報
く
だ
さ
い
。
匿
名
の
通
報
も
受
け
付

け
、
通
報
に
責
任
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
相
談
窓
口
は
Ｐ
28
に
掲
載

児
童
虐
待
と
は

　
子
ど
も
に
、
意
図

的
に
身
体
的
・
精

神
的
苦
痛
を

与
え
る
行
為

は
も
ち
ろ
ん
、

「
し
つ
け
」と
称

し
て
体
や
心
を
傷

つ
け
る
行
為
も
児
童
虐
待
で
す
。

◉
虐
待
の
分
類

身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
戸
外
に
閉
め
出
す

心
理
的
虐
待

言
葉
で
脅
す
、
兄
弟
・
姉
妹
間
で
差
別
す

る
、
無
視
す
る
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家

族
に
対
し
て
暴
力
を
振
る
う

ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）

食
事
を
与
え
な
い
、
家
に
閉
じ
込
め
る
、

病
院
で
受
診
さ
せ
な
い

性
的
虐
待

性
的
関
係
を
強
要
す
る

11
月
12
日
㈪
～
25
日
㈰
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
12
日
㈪
　
10
時
～

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
怒
り
の
感
情
を
制
御
す
る

「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ

い
て
、
精
神
科
認
定
看
護
師
で
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
元

英
之
さ
ん
が
講
演
し
ま
す

◉
定
員
　
１
０
０
人
　
※
要
申
し
込
み

◉
申
し
込
み
期
限
　
11
月
８
日
㈭

悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
相
談

　
市
で
は
、
Ｄ
Ｖ
や
人
間
関
係
な
ど
の
悩

み
・
苦
し
み
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
窓
口
は
Ｐ
28
に
掲
載

本
市
の
現
状

　
平
成
29
年
度
の
女
性
総
合
相
談
件
数
は

９
６
１
件
。
夫
婦
や
恋
人
な
ど
「
パ
ー
ト

ナ
ー
間
の
問
題
」
の
相
談
が
３
８
９
件
と

最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
、
１
２
８
件
が
Ｄ

Ｖ
の
相
談
で
し
た
。

心
も
傷
つ
け
る
Ｄ
Ｖ

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密

な
関
係
に
あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
人
か
ら

振
る
わ
れ
る
暴
力
で
す
。
身
体
的
な
暴
力

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
・
経
済
的
暴
力
な

ど
も
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合

っ
て
被
害
者
の
心
と
体
を
傷
つ
け
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
被
害
者
は
「
逃
げ
た
ら
家
族

に
も
危
険
が
及
ぶ
か
も
」「
自
分
さ
え
我

慢
す
れ
ば
」
と
い
う
恐
怖
感
や
思
い
込
み

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
暴
力
か
ら
逃

げ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
や
性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
女
性
に
限
ら
ず

全
て
の
暴
力
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
だ
け
で
な
く
犯
罪
で
す
。

�

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
　
☎
23-

７
１
５
７

　
平
成
29
年
度
、
本
市
の
児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報
や
相
談
件
数
は
26
件
で
し
た
。
ま
た
、

全
国
で
は
13
万
件
を
超
え
、
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
今
も
な
お
、
虐
待
に
よ
り
子
ど
も

の
命
が
奪
わ
れ
る
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

重
要
な
課
題
で
す
。�
◎
問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
　
☎
23-

２
６
８
４

児
童・女
性
へ
の
虐
待・暴
力
を
な
く
そ
う
！
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ふ
る
さ
と
の
伝
統
と
誇
り
を
守
り
伝
え
る

11
月
９
日
㈮
〜
15
日
㈭
は「
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
」

「
民
俗
芸
能
」を
後
世
へ

　
市
で
は
、
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
民
俗
芸

能
を
後
世
に
伝
え
る「
都
城
民
俗
芸
能
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

☎
23-

２
１
３
２

地
域
の
宝
を
受
け
継
ぐ
活
動

　
市
内
の
各
地
域
で
は
、

多
く
の
民
俗
芸
能
が
大

切
に
守
り
、
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
民
俗
芸
能

は
、
後
継
者
不
足
な
ど

の
問
題
か
ら
途
絶
え
る
地
域
が
あ
る
一
方

で
、
高
齢
者
の
記
憶
や
残
さ
れ
た
文
献
な

ど
か
ら
復
活
し
た
地
域
も
あ
り
、
平
成
30

年
度
は
、
67
の
保
存
会
が
都
城
市
民
俗
芸

能
保
存
連
合
会
に
加
盟
。
伝
承
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
都
城
民
俗
芸
能
祭
で
は
、
菓
子

野
小
学
校
の
児
童
ら
が
「
今
屋
俵
踊
」
を

披
露
。
ま
た
、
日
南
市
の
民
俗
芸
能
保
存

会
が
「
山や

ま

宮み
や

神
楽
」
を
披
露
す
る
な
ど
、

世
代
間
・
地
域
間
の
文
化
交
流
を
行
い
ま

す
。
市
内
各
地
域
の
民
俗
芸
能
に
触
れ
る

ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
観
覧
く

だ
さ
い
。

第
12
回
都
城
民
俗
芸
能
祭（
無
料
）

●
日
時
　
12
月
２
日
㈰
　
13
時
開
演

●
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル 

●
演
目
　
下
長
飯
手
拍
子
踊
（
下
長
飯

町
）、
下
水
流
ベ
ブ
踊
（
下
水
流
町
）、
太

郎
坊
奴
踊
（
太
郎
坊
町
）、
大
井
手
棒
踊

り
（
高
城
町
大
井
手
）、
的ま

と

野の

正し
ょ
う

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

神
楽
舞
（
山
之
口
町
富
吉
）
な
ど

※ 

座
席
指
定
券
を
11
月
12
日
㈪
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
、
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
配
布

（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

当
日
、
民
俗
芸
能
が
テ
ー
マ
の
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
投
票
と
結
果
発
表
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

火
災
予
防
の
合
言
葉�「
忘
れ
て
な
い
？

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
き
や
す
い

季
節
を
迎
え
ま
す
。
火
災
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
火
の
元
や
火
の
取
り
扱
い
、
就
寝

前
・
外
出
時
の
火
の
始
末
の
確
認
を
徹
底

し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警
器
）
の

設
置
や
点
検
を
行
う
な
ど
、
火
の
用
心
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
　

消
防
局
総
務
課
　
☎
22-

８
８
８
２

火
災
発
生
の
状
況

　
平
成
30
年
の
消
防
局
管
内
の
火
災
発
生

件
数
は
、
９
月
末
時
点
で
56
件
と
な
っ
て

い
て
、
２
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
出
火
原
因
は
た
き
火
（
18
件
）、

こ
ん
ろ
（
６
件
、
う
ち
天
ぷ
ら
鍋
４
件
）、

配
線
器
具
の
シ
ョ
ー
ト
や
劣
化
（
３
件
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
予
防
の「
３
つ
の
心
得
」

　
消
防
局
は
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
３
つ

の
心
得
を
啓
発
し
て
い
ま
す
。

一
、
不
用
意
な
火
入
れ
や
た
き
火
に
注
意

　
風
が
強
い
と
き
、軒
先
で
の
た
き
火
は
、

飛
び
火
な
ど
で
、
思
い
も
よ
ら
ず
延
焼
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
大
変
危
険
で
す
。

二
、
寝
た
ば
こ
防
止

　
毎
年
全
国
的
に
、
多
く
の
人
が
寝
た
ば

こ
に
よ
り
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

三
、
住
警
器
の
設
置
と
点
検

　
延
焼
を
未
然
に
防
ぐ
住
警
器
は
、
寝
室

に
加
え
て
、
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場

合
は
、
階
段
の
上
部
に
も
設
置
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
事
業

　
住
警
器
を
新
た
に
設
置
、
ま
た
は
、
設

置
か
ら
10
年
が
経
過
し
交
換
が
必
要
な
場

合
は
、
安
心
ク
ー
ポ
ン

券
（
１
個
当
た
り
５
０

０
円
割
引
）
を
活
用
し

て
、
住
警
器
を
設
置
く

だ
さ
い
。

飲
食
店
事
業
主
は
消
火
器
の
準
備
を
！

　
２
０
１
９
年
10
月
１
日
か
ら
、
火
を
使

用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具
を
設
け
た
延
べ

床
面
積
１
５
０
平
方
㍍
未
満
の
飲
食
店

も
、
消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
初
期
消
火
の
重
要
性
を
理
解
し
、
消

火
器
を
設
置
く
だ
さ
い
。

問
　
消
防
局
予
防
課
　
☎
22-

８
８
８
４

下長飯手拍子踊
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小・中学校で育む国際感覚
楽しみながら触れる英語

with ALT
　市内の小学校の外国語活動や、中学校の英語科の授業では、外国
語指導助手（ALT）と子どもたちが生き生きと交流する姿が見られま
す。今回は、ALTの活動について紹介します。

◎問い合わせ　学校教育課　☎23-9544

㊧コノリー・アレクサンダーさん（オーストラリア出身）
㊥ミョウコウ・クリストファーさん（アメリカ出身）
㊨シムウェル・ジェームスさん（イギリス出身）

㊧キング・アレキサンダーさん（オーストラリア出身）
㊨ペレス・へスースさん（アメリカ出身）

に
習
う
の
は
緊
張
す
る
け
ど
楽
し
い
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
近
い
の
で
、
外
国
の
人
と
英
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

思
い
や
考
え
を
伝
え
る
英
語
指
導

　
中
学
校
の
授
業
で
は
、
小
学
校
で
触
れ

た
英
語
を
基
礎
と
し
て
、
日
常
生
活
で
使

え
る
表
現
や
文
法
を
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
一
緒
に
学

び
ま
す
。

　
ま
た
、
英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
に
出
場

す
る
生
徒
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
か
ら
英
作
文
や
発

表
の
指
導
を
受
け
ま
す
。
こ
の
他
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
は
、
英
語
検
定
の
面
接
指
導
や
英
会
話

な
ど
、
よ
り
実
用
的
な
「
生
き
た
英
語
表

現
」
を
指
導
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
現
在
、
16
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
市

内
の
小
・
中
学
校
で
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
英
語
指
導
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

「
生
き
た
辞
書
」Ａ
Ｌ
Ｔ

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、母
国
語
や
公
用
語
が
英
語
、

ま
た
は
英
語
の
現
代
の
標
準
的
な
発
音
や

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
身
に
付
け
、
語
学

指
導
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
で
す
。
子
ど
も

た
ち
に
「
生
の
英
語
」
を
体
感
さ
せ
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
、
出
身
国
の
生
活
習
慣
や
文
化

の
話
を
し
た
り
、
休
み
時
間
や
給
食
の
時

間
に
食
文
化
や
家
族
の
話
を
し
た
り
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
国
際
感
覚

の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ク
イ
ズ
や
音
楽
で
楽
し
む
英
語

　
小
学
校
の
授
業
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
一
緒

に
英
語
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
英
単
語
を
発
音
し
た
り
し
な
が

ら
、
英
語
を
楽
し
く
学
習
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
簡
単
な
英
語
表
現
を
使
っ
て
、
互

い
に
質
問
し
た
り
答
え
た
り
し
な
が
ら
、

自
然
と「
生
の
英
語
」に
触
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
身
近
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
身
に

付
く
よ
う
、
児
童
の
英
語
に
よ
る
表
現
能

力
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
授
業
を
受
け
た
椎
葉
祐ゆ

う

悟ご

さ

ん
（
山
田
小
３
年
）
は
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生

　学校での授業や交流を通し
て、海外への興味や、英語が伝
わる自信を持ってほしいです。
美しい都城市で育った子どもた
ちと、一緒に英語を勉強できる
ことに喜びを感じています。
　英語を使ったさまざまな活動
を一緒に楽しみましょう！

ALTから子どもたちへ
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ふ
る
さ
と
の
伝
統
と
誇
り
を
守
り
伝
え
る

11
月
９
日
㈮
〜
15
日
㈭
は「
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
」

「
民
俗
芸
能
」を
後
世
へ

　
市
で
は
、
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
民
俗
芸

能
を
後
世
に
伝
え
る「
都
城
民
俗
芸
能
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

☎
23-

２
１
３
２

地
域
の
宝
を
受
け
継
ぐ
活
動

　
市
内
の
各
地
域
で
は
、

多
く
の
民
俗
芸
能
が
大

切
に
守
り
、
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
民
俗
芸
能

は
、
後
継
者
不
足
な
ど

の
問
題
か
ら
途
絶
え
る
地
域
が
あ
る
一
方

で
、
高
齢
者
の
記
憶
や
残
さ
れ
た
文
献
な

ど
か
ら
復
活
し
た
地
域
も
あ
り
、
平
成
30

年
度
は
、
67
の
保
存
会
が
都
城
市
民
俗
芸

能
保
存
連
合
会
に
加
盟
。
伝
承
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
都
城
民
俗
芸
能
祭
で
は
、
菓
子

野
小
学
校
の
児
童
ら
が
「
今
屋
俵
踊
」
を

披
露
。
ま
た
、
日
南
市
の
民
俗
芸
能
保
存

会
が
「
山や

ま

宮み
や

神
楽
」
を
披
露
す
る
な
ど
、

世
代
間
・
地
域
間
の
文
化
交
流
を
行
い
ま

す
。
市
内
各
地
域
の
民
俗
芸
能
に
触
れ
る

ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
観
覧
く

だ
さ
い
。

第
12
回
都
城
民
俗
芸
能
祭（
無
料
）

●
日
時
　
12
月
２
日
㈰
　
13
時
開
演

●
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル 

●
演
目
　
下
長
飯
手
拍
子
踊
（
下
長
飯

町
）、
下
水
流
ベ
ブ
踊
（
下
水
流
町
）、
太

郎
坊
奴
踊
（
太
郎
坊
町
）、
大
井
手
棒
踊

り
（
高
城
町
大
井
手
）、
的ま

と

野の

正し
ょ
う

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

神
楽
舞
（
山
之
口
町
富
吉
）
な
ど

※ 
座
席
指
定
券
を
11
月
12
日
㈪
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
、
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
配
布

（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

当
日
、
民
俗
芸
能
が
テ
ー
マ
の
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
投
票
と
結
果
発
表
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

火
災
予
防
の
合
言
葉�「
忘
れ
て
な
い
？

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
き
や
す
い

季
節
を
迎
え
ま
す
。
火
災
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
火
の
元
や
火
の
取
り
扱
い
、
就
寝

前
・
外
出
時
の
火
の
始
末
の
確
認
を
徹
底

し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警
器
）
の

設
置
や
点
検
を
行
う
な
ど
、
火
の
用
心
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
　

消
防
局
総
務
課
　
☎
22-

８
８
８
２

火
災
発
生
の
状
況

　
平
成
30
年
の
消
防
局
管
内
の
火
災
発
生

件
数
は
、
９
月
末
時
点
で
56
件
と
な
っ
て

い
て
、
２
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
出
火
原
因
は
た
き
火
（
18
件
）、

こ
ん
ろ
（
６
件
、
う
ち
天
ぷ
ら
鍋
４
件
）、

配
線
器
具
の
シ
ョ
ー
ト
や
劣
化
（
３
件
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
予
防
の「
３
つ
の
心
得
」

　
消
防
局
は
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
３
つ

の
心
得
を
啓
発
し
て
い
ま
す
。

一
、
不
用
意
な
火
入
れ
や
た
き
火
に
注
意

　
風
が
強
い
と
き
、軒
先
で
の
た
き
火
は
、

飛
び
火
な
ど
で
、
思
い
も
よ
ら
ず
延
焼
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
大
変
危
険
で
す
。

二
、
寝
た
ば
こ
防
止

　
毎
年
全
国
的
に
、
多
く
の
人
が
寝
た
ば

こ
に
よ
り
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

三
、
住
警
器
の
設
置
と
点
検

　
延
焼
を
未
然
に
防
ぐ
住
警
器
は
、
寝
室

に
加
え
て
、
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場

合
は
、
階
段
の
上
部
に
も
設
置
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
事
業

　
住
警
器
を
新
た
に
設
置
、
ま
た
は
、
設

置
か
ら
10
年
が
経
過
し
交
換
が
必
要
な
場

合
は
、
安
心
ク
ー
ポ
ン

券
（
１
個
当
た
り
５
０

０
円
割
引
）
を
活
用
し

て
、
住
警
器
を
設
置
く

だ
さ
い
。

飲
食
店
事
業
主
は
消
火
器
の
準
備
を
！

　
２
０
１
９
年
10
月
１
日
か
ら
、
火
を
使

用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具
を
設
け
た
延
べ

床
面
積
１
５
０
平
方
㍍
未
満
の
飲
食
店

も
、
消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
初
期
消
火
の
重
要
性
を
理
解
し
、
消

火
器
を
設
置
く
だ
さ
い
。

問
　
消
防
局
予
防
課
　
☎
22-

８
８
８
４

下長飯手拍子踊
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